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水道施設の被害

5. ライフライン系・交通系の被害

5.1 上下水道・ガス系の被害



地震時に断水した水道事業体地震時に断水した水道事業体

出雲崎市

上越市
（柿崎・大潟・吉川・
頸城・浦川原・大
島・安塚）

刈羽村

長岡市
（長岡・小国・和
島・与板・寺泊）

柏崎市
(柏崎・西山・高柳）

2007年7月16日10時13分
17km M6.8 最大震度6強

（市町村合併前の水道事業体単位）（気象庁）

震度分布 断水水道事業
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断水戸数と復旧率断水戸数と復旧率

供給戸数
柏崎上水道 40,260戸
柏崎・刈羽ガス 30,978戸
小千谷水道 12,357戸（参考）

柏崎上水道
8/4全戸復旧

刈羽水道
8/1全戸復旧

=その他の都市=
長岡市 7/21 断水解消
出雲崎市 7/19 断水解消
上越市 7/20 断水解消



柏崎市上水道システムと基幹施設の被害柏崎市上水道システムと基幹施設の被害

赤岩ダム

谷根ダム

赤坂山浄水場

6拡系φ700
31,600m3/日

3・4拡系φ450
17,500m3/日

5拡系φ600
31,000m3/日

着水井・フロ
ック形成池

薬品沈殿池

急速ろ過池

配水池

7/16 10：14 緊急遮断弁閉栓
13：00 6拡系導水開始
13：00 給水準備開始

7/17 18：00 試験通水開始

7/16 10：13 緊急遮断弁作動

7/17 導水管復旧

7/27 導水管復旧

3・4拡系φ450ルート
市内へ

5拡系φ700ルート

6拡系φ800ルート

S39-S44：国道沿い
被害1箇所

S45-S51：市内
被害6箇所

S56-H3：国道と高速の間
被害10箇所

5拡系
表洗管 逆洗管の抜け

瞬停2分
自家発電稼
動し、停電
の影響なし



柏崎市の水道復旧戦略柏崎市の水道復旧戦略

ブロック体制
市内を６大ブロック（９小ブロック）に
分割し、赤坂山浄水場より順次復旧

配水幹線3ルート
幹線ルートをブロックごとに通水確認

漏水調査
目視・音聴による漏水調査

幹線Φ800ルートの被害大

→ 北部エリアへの給水遅れる

(株)リケンへはφ800ルートの替
わりに、φ450ルートから給水

復旧の困難な地区は仮設配管

中央エリアは
関東支部担当



柏崎市の復旧体制柏崎市の復旧体制

257483車両

514966人員

2251事業体

内、県延べ数
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配水再開

14162880車両

24355425人員

2286事業体

内、県延べ数

給水応援

復旧応援（漏水調査・修繕）

5拡系導水
管修理完了

中部エリア
通水開始

応急復旧作
業終息宣言

1隊2名体制



柏崎導水管の被害柏崎導水管の被害

導水管DIP(K)φ600
抜け2箇所

赤坂山浄水場

国道8号線
JR信越本線

導水管DIP(K)φ450
抜け1箇所

逆洗管DIP(K)φ600抜け



96m16m

導水管
φ450

導水管
φ600

漏水3箇所

国道8号線

歩道

崩壊部

歩道

導水管（導水管（55拡・拡・φφ600600）の路面崩壊）の路面崩壊

断面図

平面図

NTT12条

Φ600導水管

1.5m
2.7-3.3m

3.6-4.7m

7-8m 3m

復旧時、4,5m深さまで矢板がすぐに入る



­
0 1 20.5 km

（新潟市水道局引用）

●配水支管φ400mm未満の被害箇所（幹線を除く）

●給水管（分岐～第１止水栓）の被害箇所

赤坂山浄水場

6拡系φ8005拡系φ700

3・4拡系φ450

配水管路の被害分布配水管路の被害分布

5拡系φ600

3.4拡系φ450



液状化被害により復旧困難な地域液状化被害により復旧困難な地域

鯖石川

松波町

山本町
橋場町

クリーンセンター開運橋

六識橋

国道8号
（国土地理院空中写真引用）



液状化被害により復旧困難な地域液状化被害により復旧困難な地域

鯖石川

松波町

山本町
橋場町

クリーンセンター開運橋

六識橋

国道8号

面的な管路被害（ガス管も仮復
旧地域）

面的な管路被害（警察による立ち
入りコントロール）



盛土沈下による水管橋および支承の損傷盛土沈下による水管橋および支承の損傷

20cmほど沈下



六識橋左岸側管台支承部の損傷

Φ800系幹線上のφ600鋼管継手の抜け

盛土沈下による水管橋および支承の損傷盛土沈下による水管橋および支承の損傷



盛土沈下による水管橋継手および支承の損傷盛土沈下による水管橋継手および支承の損傷



大規模地盤沈下（クリーンセンター前）大規模地盤沈下（クリーンセンター前）

配水管DIP（K)φ200
が埋設

2、3m沈下

クリーンセンターの区間は止水し、未復旧

砂置場



液状化被害により復旧困難な地域（松波町）液状化被害により復旧困難な地域（松波町）

施工時間の早いPE管を採用

旧ガス管は新たに開削地上の仮設配管により水道復旧



液状化側方流動による管路の連続的な被害液状化側方流動による管路の連続的な被害

六識橋200m

幹線φ800ルートのDIP（K)φ600抜け

管中心線がずれているため復旧困難

←開運橋

↓幹線φ600抜け

↓φ100抜け

↓家の
裏で噴
砂跡

開運橋

橋場町



鋳鉄管
63.4%鋼管

2.1%

ビニル
管
30.8%

ポリエ
チレン
管
3.7%

柏崎市の管路柏崎市の管路

（管路延長は資産台帳）

柏崎・西山地区

823.3km

経年管CIPの更新事業がH10から進められており、DIP耐震継手NS形が採用。

えんま通りでは管路更新により耐震管が埋設されており被害はなし。

現在の耐震管率14.4% 全国の基幹配水管耐震化率 14%



管路被害状況（柏崎市）管路被害状況（柏崎市）

抜け,
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破損,
30

その他,
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抜け,
10

破損,
33

その他,
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不明, 1

抜け,
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破損,
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不明,
19

DIP（一部、CIP含む） SP VP

0.0730.12PE

0.87253.7221VP

823.3

17.4

522.1

延長(km)

0.65536合計

45その他

3.2256SP

0.41212DIP

被害率(件/km)被害件数管種

一方、
給水管被害件数

283件

ポリエチレン管の採用が
被害を小さくする。



復旧日数の検証復旧日数の検証

広島市呉市

米子市珠洲市
釧路市

標茶町

能代市男鹿市秋田市

仙台市

塩釜市
石巻市

古川市

江刺市
大東市
大船渡市
遠野市
釜石市

矢本町

鳴瀬町

鹿島台町

南郷町

河南町

浦河町

豊頃町池田町
浦幌町

長岡市

小千谷市

柏崎市（柿崎・西山）
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兵庫県南部地震の水道被害と復旧データより

90%復旧日数 = 0.38 ×（需要戸数/配水管延長km)10.38

×（配水管被害率）20.59



周辺の水道被害状況周辺の水道被害状況

刈羽村
水道担当職員 3名 内、1名けが

日水協・東京都が応援

管種：＜φ50：VP，φ75-φ700 DIP（A,K）

近年、PE管に移行している

配水管被害 94箇所

出雲崎市
２つの簡易水道（4地区・配水池4箇所）

施設被害は2箇所、軽微。

下越側第2簡水はほとんど被害なし。

配水管被害 42箇所 HIVP(RR) 継手抜け・割れ

給水応援：新潟市1t、川口町1t、自衛隊1t×4

7/18午後4時頃 断水解消



水道送水管の被害（刈羽村）水道送水管の被害（刈羽村）

浄水場

↑刈羽原発

国道116号
刈羽村役場

第2水源

DIPφ150

（国土地理院空中写真引用）

砂丘斜面でのDIP抜けと管体変形送水管の復旧
に2,3日かかる



周辺の水道被害状況周辺の水道被害状況

上越市柿崎区（旧柿崎市・旧吉川町）

両水道とも水源は企業団より100%受水している。← 柿崎ダム
地震後、受水が停止（DIPφ700ルートに継手抜けの被害？）
柿崎（中山 7/17 14:45, 百水 7/17 6:05 受水再開）
吉川（高区 7/17 11:15, 低区 7/17 19:27 受水再開）
断水 柿崎 51H29、 吉崎90H47
給水応援： 自衛隊、新潟市、糸魚川市、妙高市、金沢市、高岡市、

荒川区（吉川町の姉妹都市）

柿崎 本管 15 給支管 12
吉川 本管 37 給支管 8

（内、SACP 24）
吉川では石綿管率50%

他の地区の被害
頚城 ：本2 安塚：本1、給2
浦川原：本１、給4 大島：給1
大潟 ？（石綿管被害大）



液状化による宅地の流動と管路被害（柿崎）液状化による宅地の流動と管路被害（柿崎）

20cmほど池側に沈下

ガスも仮設応急復旧（PE）

多数の路
面亀裂



周辺の水道被害状況周辺の水道被害状況

長岡市
合併前の与板町・和島町
地区内に給水車なし ← 長岡市から給水応援

与板で送水管φ200：４箇所・配水管φ150：2箇所の被害

4日間と8時間で断水解消

長岡市 大積地区（システムの末端）
国道8号線の斜面崩壊（幅140m）によって道路下に埋設されていた水道
管路DIP(K)φ150・通信ケーブル6条が流出 → 19日から通水可

下流側の千本配水池(27m3×２)に直接配水して、周辺81世帯へ応急
供給



地質境界に管路被害が集中地質境界に管路被害が集中

砂丘堆積物（砂）

平野などの堆積物
（砂・泥及び礫）

中位段丘堆積物
（砂・礫）

安山岩火砕岩及び輝
石安山岩溶岩

高位段丘堆積物
（砂・礫）

（国土地理院数値地質図引用）

下水圧送管の損
傷箇所







地質と管路被害

地形と管路被害

柏崎

柿崎

吉川

西山

刈羽

柏崎

柿崎

吉川

西山

刈羽

（国土地理院数値地図引用）

（国土地理院数値地質図引用）

0 5 102.5 km

0 5 102.5 km



まとめまとめ

震度5強以上の地域で断水が発生している。

送水管・幹線配水管など大口径管路に多く被害が見られた。

柏崎配水管被害率 0.65件/km （神戸市0.44件/km）

砂地盤の液状化による管路被害が顕著であった。

耐震継手管・PE管（2層管除く）には被害が無かったが、石綿
管・ねじ鋼管に被害が集中した。

以下の被害要因が顕著であった。

液状化による護岸背後の沈下・側方流動

主要道路のり面崩壊に伴う地盤変位

緩斜面・砂地盤における地盤変位

地質境界



まとめまとめ

市町村合併した旧町・村の水道事業では、応急給水車が整
備されていない地域も多かった。

経年管路の更新が進んでいる地域では被害が少なかった。

新潟中越地震を経験した新潟県支部の応援体制はよく機能
していた。

水道被害がガス管への浸入水に影響を与え、ガス管路の復
旧は困難であった。
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